『野火』の精神症状 （上） by 岩坪 一
〈縦Ｉ）
’一一好行雄の「戦争と神‐‐『野火」ｌ大岡昇平」以下、主人公の田
村一等兵は「狂人」であるとする説が一般である。しかし疾病名が
特定されていないのが研究上の欠落部位である。また個々の精神症
状についても具体的な症状名が特定されていない。その結果、堀井
（池２）
正子のように「狂気の設定は、「私」の狂った精神を表現するｊ㈲）の
ではない。狂気の設定は奇怪な戦争体験によって奇怪な行動や考え
を持つようになった『私』が、それゆえに、精神が明蜥にもかかわ
らず狂人と判断され、またそう判断されることを了承していきるこ
との表現である」という一見「狂気」を否定するような混乱した見
解も生まれる。また狂気の設定は神に対する「信」の有無ともから
んだ、『野火」という小説の持つ構造上かつ解釈上の問題に波及す
（注３）
フ○重要な問題である。本論（上）（下）において稿者は、田村の精
神症状に一つ一つ名称を与え、疾病名を特定していく予定である。
本論が解釈論議の素材となれば幸いである。
さ
て
手
記
執
筆
時
点
の
田
村
は
か
な
り
自
分
の
病
気
を
客
観
化
で
き
る
ほ
ど
（注４）
に回復している。ただし完全に病識を得フＣに至ってはいない。
『野火』の精神症状（上）
この「感傷的結合」は小説的附置としてはいかにもありそうであ
るが、「私はここにいてもよく知っているのである」という部分は
（注５）
妄
想
の
訂
正
不
能
性
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
箇
所
に
い
た
る
ま
で
の
田
村
の
精神症状の経過を視野に入れれば、これは手記執筆時点の田村の嫉
｛池６）
妬
妄
想
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
私の家を売った金は、私に当分この静かな個室に身を埋める余
裕
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
妻
は
勿
論
、
附
添
婦
の
同
室
も
断
った。妻に離婚を選択する自由を与えたが、驚くべきことに、彼
女
は
そ
れ
を
承
諾
し
た
。
し
か
も
わ
が
精
神
病
医
と
私
の
病
気
に
対
す
る
共
通
の
関
心
か
ら
感
傷
的
結
合
を
生
じ
、
私
を
見
舞
う
の
を
止
め
た
今
も
、
あ
の赤松の林で購引しているのを、私はここにいてもよく知ってい
る
の
で
あ
る
。
（三八再び野火に）
病
識
の
欠
如
は
次
の
よ
う
な
箇
所
に
示
さ
れ
る
。
岩
坪
1２１
この手記執筆時点の田村は自分の病気に対してかなり積極的に研
究している。そのことに関しては次のような箇所がある。
医師に対する強い不信感が伺える箇所である。「研究を積んだ」と
いう記述から、手記執筆時点の田村は自分の過去の病から一定の距
（注７）
雛を保てるだけに寛解しているがまだ一工全な病識を得るに至って
いないという設定であることが確認できる。元来、分裂病では病識
は欠如しているものであり、寛解したとしても病識がないのが普通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
設
定
に
不
自
然
さ
は
な
い
。
〈注８）
ところで右の引用で田村自身によって病が「精神分裂病」と「逆
行性健忘」と捉えられているのは注目すべきことである。この田村
の自己診断に対して州オルモックの米軍の野戦病院の軍医は「脳震
鐙による逆行性健忘の、平凡な場合」と説明している。また復員後
の日本で現在入院している病院の精神科医は「あなたの症状は離人
（注９）
症というんですが」と田村に話している。つまり田村が自己診断
した「精神分裂病」は医者によって説明されていない。
しかしこれは田村が分裂病でないことを意味しない。むしろ逆で
医師は私より五歳年少の馬鹿である。食虫類のような長い鼻に、
始終水演をすすりあげている。彼は私が復員後精神分裂病と逆行
性健忘症の研究を積み、むしろ進んでここに避難して来たことを
知らない。彼の精神病医学の知識は、私の神学の知識ぐらいのも
のだ。
（三八再び野火に）
〈注川）
ある。春日武彦の『私はたふぜ狂わずにいるのか」の第一章に次のよ
うな言葉が見られる。
したがって医師が分裂病という病名を口にしていないことは、田
村が分裂病ではないことを意味しない。医師が職業的慣習に従って
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ところで稿者もまた、田村の自己診断は正しいと考える。田村が
分裂病であることは以下本論（上）（下）を通して論じてゆくうち
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
医師が患者へ正面切って「あなたは分裂病です」と告げるのが
普通かどうか。これはケース毎に様々であるが、私の場合には相
手が尋ねてこない限り、積極的に告げることは少ないのが正直な
ところである（ただし、あくまでも相手が遠慮して尋ねられない
ような医師がｌ患者関係ではないことを前提として、ではあるが）。
まだあなたは本調子ではない、とか精神のバランスが不安定なよ
う
で
す
ね
、
と
い
っ
た
言
い
回
し
は
し
て
も
、
病
名
そ
の
も
の
を
口
に
出
す
場面はあまりない。ただしこれは分裂病に限っての話であり、欝
病だとか神経症の場合にはそのまま病名を伝えるのが通常である。
（中略）
他のドクターではどうか。どうやら、はっきりと言い渡してい
る例はむしろ少ないようである。
（肱川）
（『私はなぜ狂わずにいるのか』）
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「三七狂人日記」では俘虜として捉まったときに後頭部に打撲
傷を持っていたという設定がなされており、「逆行性健志」の発症
の
要
因
と
し
て
は
こ
れ
を
考
え
る
の
が
一
応
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
他にも『野火』では「逆行性健志」を誘発する要因には事欠かない。
右の引用には書かれていないが、他にも「逆行性健志」は結核、栄
（
鵬
凶
養障害、電気ショック療法によっても誘発される。『野火』は結核
患者として部隊を逐われて、坊径するうちに極度の飢えに襲わると
（注脂）
いう設定である。また復員後に田村は電気ショック療法（本文では
「電撃』を受けている。要するに発症の要因は多いが、田村が過去
の記憶を失っていることと、彼が記憶喪失の原因を後頭部の打撃に
求
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
記
憶
回
復
を
求
め
て
こ
の
手
記
が
書
か
れ
て
まず最初に「逆行性健志」についてみておく。以下は「新版精神
（注吃）
医学事典』の当該項目の説明である。
逆向健忘［英］『の百・ｍ『己の昌局吻旨［独］局百・ｍ『己・ショー③、】の［仏］
自口量①融百・四＆の記憶の障害を起こすような出来事（頭部外
傷や心因など）から、記憶が保たれていると思われる健全な
時期に、数分から数時間（ときには数日から数週間）さかの
ぼって記憶の欠如があるのをいう。例えば頭部外傷で昏睡状
態
と
な
っ
て
回
復
し
た
あ
と
、
昏
睡
時
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
傷
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
健
忘
を
残
す
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
頭
部
外
傷
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
、
心
因
反
応
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
〈沸卿〉
（『新版精神医学事典」）
いるという設定であること、が読解に際して重要である。
さ
て
田
村
は
結
核
患
者
と
し
て
部
隊
を
逐
わ
れ
、
野
戦
病
院
へ
向
か
う
。
結
核
と
い
う
設
定
が
「
逆
行
性
健
忘
症
」
の
発
症
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
とおりであるが、一方でこれは田村をレイテの戦場で死へと向かわ
せる契機になっている。「熱帯の野の人知れぬ一隅で死に絶えるま
で
も
、
最
後
の
息
を
引
き
取
る
そ
の
瞬
間
ま
で
、
私
自
身
の
孤
独
と
絶
望
を
見
究めようという、暗い好奇心」を強化する機能を結核の設定は果た
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
田
村
に
は
当
初
か
ら
離
人
症
的
な
傾
向
が
あ
る
。
離
人
症
症
状
の
中
核
〈注肥）
をなしているのは『現代精神医学大系』第三巻Ｂ〈精神症状学Ⅱ》
によれば①自我とか自己とかいわれるものの変容感ないし空虚感、
あ
る
い
は
消
失
感
。
自
己
の
体
験
や
行
動
に
関
す
る
自
己
所
属
感
な
い
し
能
動
性意識の喪失。感情の疎隔感ないし消失感②自己の身体を含めた対
象知覚界の変容感ないし疎隔感。対象の実在感の希薄化ないし喪失。
非現実感。美意識、意味意識の消失③時間体験と空間体験の異常。
充実感と連続感の喪失、である。神経症、鯵病、分裂病に主に現れ（柱Ⅳ）
るが、正常人でも疲労困臘時には体験することがある症状である。
「野火』における離人症のもっとも早いあらわれは、かなり軽度
の
表
現
で
は
あ
る
が
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
．上略）どうでも入れてくんなかったらｌ死ぬんだよ。手榴弾
は無駄に受領してるんじやねえぞ。それが今じゃお前のたった一
つの御奉公だ」
私
は
喋
る
に
つ
れ
濡
れ
て
来
る
相
手
の
唇
を
見
続
け
た
。
致
命
的
な
宣
告
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冷静な論理的判断であるが、感情が欠落している。現実との生命
的
接
触
が
、
病
院
へ
と
出
発
し
た
．
出
発
」
当
初
か
ら
既
に
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
章
「
二
道
」
で
注
目
す
べ
き
状
態
は
視
覚
過
敏
で
あ
る
。
を受けるのは私であるのに、何故彼がこれほど激昂しなければな
ら
な
い
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
声
を
高
め
る
と
共
に
、
感
情
を
っ
の
ら
せる軍人の習性によるものであろう。情況が悪化して以来、彼等
が軍人のマスクの下に隠さねばならなかった不安は、我々兵士に
向って爆発するのが常であった。この時わが分隊長が専ら食糧を
語ったのは、無論これが彼の最大の不安だったからであろう。
ご
出
発
）
比島の熱帯の風物は私の感覚を快く揺った。マニラ城外の柔
らかい芝の感覚、スコールに洗われた火焔樹の、眼が覚めるよ
うな朱の梢、原色の朝焼と夕焼、紫に鶏る火山、白浪をめぐら
した珊瑚礁、水際に蔭を含む叢等々、すべて私の心を晄惚に近
い歓喜の状態においた。こうして自然の中で絶えず増大して行
く快感は、私の死が近づいた確実なしるしであると思われた。
私は死の前にこうして生の氾濫を見せてくれた偶然に感謝し
た。これまでの私の半生に少しも満足してはいなかったが、実
は私は運命に恵まれていたのではなかったか、という考えが閃
いた。その時私を訪れた「運命」という言葉は、もし私が拒ま
ないならば容易に「神」とおき替え得るものであった。
文学的にはいわゆる「末期の眼」に近似し、丸谷才一によれば作〈注旧〉
者自身の眼は社〈戸に開かれていて「歩哨の眼」ということになる。
実際この引用箇所でも視覚過敏の発生に関する考察がなされており、
単なる美的観照にとどまっていない。しかし当面の稿者にとっての
興味は考察の正当性を論議することではない。この箇所を病的な精
神症状ととらえ、視覚過敏という名称を与えることに抵抗がある読
者もあるであろう。なるほどここに記述された精神症状は異国の風
物に対する感動であるというように一応は了解可能である。しかし
この箇所は精神症状が加速度的に悪化する「野火』の文脈上に置か
れており、稿者は文脈を尊重してこれを視覚過敏と判断する。これ
が視覚過敏に近い状態であり、燈や壁やが異常に輝いてみえるとい
った、分裂病の発病初期に見られることがある状態で、表象像の活
〈注凹）
（注印）
発化、偽幻覚様の現象に移行することがあること、を指摘しておく。
坐せる者等の集団を米軍の砲火によって逐われて再び孤独になっ
て幾夜か過ぎた「九月」では樹木が変貌して眼前に現れる。
明
ら
か
に
こ
う
し
た
観
念
と
感
覚
の
混
乱
は
、
私
が
戦
う
た
め
に
海
を
運ばれながら、私に少しも戦う意思がないため、意識と外界の
均衡が破れた結果であった。
幾度か私はこういう空を、違った緯度の下で、似通った気持で
眺めたことがあった。
私は過去を探り、その時を確かめようとした。記憶はなかなか
（二道）
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視覚過敏が偽幻覚に発展しうることは既述したが、その延長とし
てこの箇所にパレイドリ所が現れている。パレイドリアは青空に湧
きあがった雲が大入道にみえたり、壁のしみが動物に見えたりする
よ
う
に
、
実
際
に
は
そ
う
で
な
い
と
い
う
批
判
力
は
あ
り
な
が
ら
、
対
象
が
実
（注型）
際
と
は
異
な
っ
て
知
覚
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
信
仰
を
確
か
め
る
た
め
に
街
に
お
り
て
ゆ
く
章
で
あ
る
「
’
四
降
路」では既視感が示される。既視感は周囲の景色および自己の状態
などのすべてを過去のある時期に見たことがある、あるいは体験し
たことがあるという印象を持ち、ｌそれが過去の何時と同じなのか
は判らず漠然としているのだがｌしかもこの印象が事実と一致して
いない場合であるが、正常人でも疲労時にしばしばみられ、また神
（注泌）
経症、分裂病あるいはてんかんに現れてくる。既視感のあらわれる
それは私が過去の様々な時において、様々に愛した女達に似
ていた。踊子のように、葉を差し上げた若い椰子は、私の愛を
容れずに去った少女であった。重い葉扇を髪のように垂れて、
暗い蔭を溜めている一樹は、私への愛のため不幸に落ちた齢進
んだ女であった。誇らかに四方に葉を放射した一樹は、互いに
愛し合いながら、その愛を自分に告白することを諾じないため、
別れねばならなかった高慢な女であった。彼女達は今私の臨終
を
見
届
け
る
た
め
に
、
こ
こ
に
現
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
来
な
か
っ
た
。
そ
の
峠
るのに気がついた。
そ
の
時
私
は
私
を
取
り
巻
く
椰
子
の
樹
群
が
、
変
貌
し
て
い
のは次の箇所である。
（九月）
この後、本文では主人公によるベルグソンの「贋の追想」批判が
書き込まれるが、その批判の当否は本論では問題にしない。主人公
が既視感を体験するように設定されているということと、既視感が
分裂病で起こり得るということが本論での確認事項である。
ところで精神分裂病の発病時期は主人公によって明確に捉えられ
ている。分裂病の発病時期を決定するのは容易ではなく、明確な分（注劉）
裂病的症状発現前に必ずといってよいほど人格の問題が発見できる
（注溺）
のであるが、｜応明確な症状の発現を一つの急性発症⑫Ｃ宮ｓとして
一つの区切りとすれば、。八デ・プロフンディス」の章におけ
る幻聴をその区切りとして考えることが可能である。以下はその箇
所である。
私
は
自
分
の
量
音
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
、
歩
い
て
行
っ
た
。
私
は
ふ
と
前
にも、私がこんな風に歩いていたことがあったと感じた。いつど
こであったかは不明であるが、過去の不定な一瞬において、私は
や
は
り
こ
う
し
て
歩
い
て
い
た
。
異
境
の
不
安
な
黎
明
を
歩
く
と
い
う
情
況
は確かに私にとって初めての経験のはずであるが、今私の感じて
いる感情は未知ではない。
私
は
出
来
る
だ
け
過
去
に
類
似
の
情
況
を
探
し
て
み
た
が
、
無
駄
で
あ
っ
た。それは記憶の外側の、紙一重のところまで来ていながら、不
明
の
原
因
に
よ
っ
て
、
中
に
入
り
得
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
二
四
降
路
）
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幻聴であることを意識している点、この発症時の田村の病状はま
だ軽度である。
また手記執筆時点の田村はこの幻聴が私自身の声であることを自
覚している。幻聴が実は自分の考えであったという自己由来性に気
（注泌）
付くのは寛解期に多い。手記執筆時の田村にはかなりの現実的判断
力が回復していることがわかる。
以上、この本論（上）では『野火』前半の精神症状を概説してき
た。本論（下）では田村が「精神分裂病」罹患者として造形されて
い
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
（注１）初出「解釈と鑑賞」一九六二年（昭和三七年）七・八・一
○・十一・十一一月号。’九六三年（昭和一一一八年）一月号。原題「野
「デ・プロフンディス」
昨夜夢で私自身の口から聞いた言葉が響き渡った。私は振り向
い
た
。
声
は
背
後
階
上
の
合
唱
隊
席
か
ら
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る。しかし眼は声の主を探しながら、私はそれが私の幻聴であるの
を意識していた。その声は誰か、たしかに私の知っている人の声
だ
と
私
は
感
じ
た
が
、
そ
の
時
誰
で
あ
る
か
は
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。
今
で
は
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
興
奮
し
た
時
の
私
自
身
の
声
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
現
在
私
が
狂
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る。
（一八デ・プロフンディス）
火（大岡昇平ｌ現代文学鑑賞と。
（注２）「国文学言語と文芸」一九七七年（昭和五二年）六月。第
八四号。
（注３）たとえば、「狂気」と「信」の関わりを論じたものとしては、
佐藤泰正「大岡昇平入門１人と文学ｌ」（初出「解釈と鑑賞」一九
六六年（昭和四一年）七月）がある。
〈注４）［英］一己瞥二貝○ｓの囲い①おのれの病態（精神病）に対する
自覚（洞察）を意味する。病感は今までの自分とかわった感じであ
るが、病識は精神病という「病」に罹患したという洞察をいう。（参
考「新版精神医学事典』一九九三年（平成五年）二月刊・弘文堂。
六八二ページ。）
（注５）ヤスパース【・』国名①夙に従って、妄想観念の特徴的な標識と
して以下のことがあげられる。①なみなみならぬ確信をもつこと②
経験や推理によって影響されないこと③妄想内容が不可能なもので
あること。（参考「新版精神医学事典』七六七ページ。参照注４）
（注６）［英］この一三８．ｍ］の＆Ｃ巨望性的な相手あるいは配偶者が不
貞
を
は
た
ら
い
て
い
る
と
妄
想
的
に
確
信
す
る
も
の
。
妄
想
的
発
展
と
し
て
、
あるいは精神分裂病の一症状として出現する。（参考「新版精神医
学事典』三一一○ページ。参照注４）
（注７）［英］『の目邑目一般に精神疾患は身体疾患のように「治癒」
することはなく、治癒したようにみえても再発しやすいことから「寛
解」という概念がもちいられることが多い。とくに機能性精神病、
わけても精神分裂病の場合に、陽性症状が消失し、安定した病像が
みられれば「寛解」という概念がもちいられるのが通例である。（参
１２６
考『新版精神医学事典」二九ページ。参照注４）
（注８）［英］⑫・言ｓ旨①三精神分裂症、精神分裂、あるいはたんに
分
裂
病
と
も
い
う
。
発
生
頻
度
の
高
さ
、
病
像
の
特
異
性
、
治
癒
上
の
困
難
さ
などから、精神医学の臨床において今日もなお最も重要な位置を占
め
て
い
る
疾
患
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
病
の
身
体
的
基
盤
に
つ
い
て
は今のところ確実な知見が得られていないので、その診断はもっぱ
ら精神症状と経過とを観察することによってなされる。まず経過の
特徴としては、①主として青年期に発し②しばしば進行性または推
進性（円言冨昌①）に経過し③しばしば人格の統合性において特有
の欠陥を残遺するか、ときには人格の荒廃状態に至る。精神症状は、
複雑多岐にわたるが、あえて要約すれば①対人接触に際しての特有
の症状（姿勢のかたさ、不自然なぎこちなさ、表情の少なさ、心の
通じにくさ、プレコックス感など）②主観的症状：世界没落体験、
迫
害
妄
想
、
心
気
妄
想
、
血
統
妄
想
な
ど
の
妄
想
、
対
話
的
幻
聴
、
作
為
思
考
、
影響体験など③客観的症状：自閉性、両価性、などと呼ばれる特有
の
感
情
・
意
志
障
害
、
衝
動
的
興
奮
や
昏
迷
な
ど
の
緊
張
病
性
症
状
、
言
語
新
作や支離滅裂思考などの思考障害などｌに分けられるであろう。（参
考『新版精神医学事典」四六四ページ。参照注４）
（注９）［英］Ｑ①己閏・昌一宮（一目「自分が存在すると感じられない」
「自分が行なっていることに対して、自分がしているという感じが
など「私はもとの自分でなくなってしまったような感じがする」と
い
っ
た
自
我
障
害
の
障
害
、
「
自
分
が
今
ま
で
親
し
ん
で
き
た
人
や
も
の
が
な
んとなく疎遠に感じられる」「街を歩いている人々が生きている感
じがしなど「外にあるものと自分の間にヴェールでもあるようで
ピンとこない」「そこに机があることはあることはわかるが、実際
にアルという感じがしなどという対象意識面の障害、「私は自分
の手や足が自分のもののような感じがしない」「私は自分の身体が
なくなってしまったように感ずる」「私は自分の身体が自分の身体
のように感じられなど「私は自分の身体が生きていると感じない」
という身体意識面の障害を主観的に体験する現象である。（参考『新
版精神医学事典』八○五ページ。参照注４）
（注皿）’九九四年（平成六年）十一月刊・大和書房。
（注、）同書（参照注Ⅲ）二五～’’六ページ。
（注些参照（注４）。
（注型同書一五四ページ。参照（注４）。
（注Ⅲ）『現代精神医学大系』第三巻Ａ《精神症状学Ｉ》（一九七八
年（昭和五三年）一○月刊・中山書店）’四○～’四一ページ。
（注旧）［英］①｝の目・８ヨロー署のｓ：二頭部に通電し、全身けいれ
ん（ショック）を起こさせることによって精神症状の改善をはかる
治療法。イタリアのツェルレッテイ己・の①『］①己およびビニＦ団巨が
創始した。わが国では、安河内・向笠法に準じて、Ｃ～邑昏、交流雪
～］』三を２～３秒通電しけいれんを起こさせる方法（国ｓ～巻○ヨシ
から最高］ｓｏ曰とが行なわれてきた。直径約一一一センチのガーゼで
包んだ電導子を飽和食塩水で湿し両側側頭窩に当てて行う。通電と
同時に意識消失、ついで強直性、間代性けいれんを生じ、睡眠に移
行後五～一○分で意識が回復する。（参考「新版精神医学事典」五
七三ページ。参照注４）
（注旧）’九七六年（昭和五一年）一○月刊・中山書店。
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の項。
（注旧）尹
年）三月。
（注咀）尋
実体性、脚
的現象。に
参照注４）
（注別）詞
九
八
一
年
（注Ⅲ）悪
学書院）一三べ－
（注型）「現代精神
ジ
。
参
照
（
注
哩
。
ページ。参照注４）
（注皿）『現代精神Ｅ
ジ。参照（注Ⅲ）。
（注型「現代精神医学大系』第一○巻Ａ１《精神分裂病Ｉａ》二
九八一年（昭和五六年）三月刊・中山書店）一四四ページ。
（注Ⅲ）［英］己胃の昼○一国壁のしみが人の顔に見える、電車のリズミ
カ
ル
な
音
が
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
に
聞
え
る
な
ど
、
不
完
全
な
感
覚
材
料
か
ら
明
瞭
な錯覚像が作りだされること。（参考『新版精神医学事典』六五三
（
注
妬
）
精
神
分
裂
病
の
特
有
の
経
過
型
で
、
病
勢
憎
悪
、
病
勢
推
進
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
多
く
の
場
合
、
分
裂
病
の
経
過
は
病
が
完
全
に
治
癒
せ
ず
して、病状が悪化するため、この用語が用いられている。（参考『新
版精神医学事典」三五一ページ。参照注４）
（注Ⅳ三新版精神医学事典」参照（注４）。八○五ページ。「離人症」
（注空『精神医学』壁
字
書
院
）
一
三
ペ
ー
ジ
。
『
現
代
精
神
医
学
大
系
」
第
三
巻
Ａ
〈
精
神
症
状
学
Ｉ
》
一
九
九
ぺ
１
「末期の眼と歩哨の眼」。
「現代精神医学大系』第三巻Ｂ《精神症状学Ⅱ》
『
精
神
医
学
』
第
二
版
二
九
六
七
年
（
昭
和
四
二
年
）
五
月
刊
・
医
［英］冨の＆・盲］］日ご畳。ご幻覚に似るが、感覚性、客観性、
外
部
空
間
へ
の
定
位
な
ど
幻
覚
本
来
の
特
徴
の
い
く
つ
か
を
欠
く
病
仮性幻覚ともいう。（「新版精神医学事典」一三九ページ。
初
出
「
新
潮
」
一
九
八
九
年
（
平
成
元
一
五
一
ぺ
－
（注肥）『現代精神医学大系』第一○巻Ａ１〈精神分裂病Ｉａ》一三
七ページ。参照（注型。
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